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令和元年（2019年）5月５日

平成31年第1回定例会

日程は予定となります。5月31日（金）の議会運営委員会で日程が決まりますの
で、ご留意ください。
開会時刻：午前10時の予定です。
請願・陳情の締切：5月28日（火）正午までに議会事務局へご持参ください。
手話通訳申込の締切：国立市議会では本会議の初日と最終日に、
手話通訳者を配置しております。手話通訳を希望される方は、国
立市議会ホームページ又は右ＱＲコードより、「令和元年（2019
年）６月議会の手話通訳の申込みについて」のページをご覧くだ
さい。

令和元年（2019年）６月の定例会にお越しください。 �

● ��平成31年度（2019年度）のすべての予算案を可決しました
［第16号～第20号議案→３面に結果、４～５面に詳細］

● 空き家の管理や利活用について、審議会が立ち上がります�
［第３号議案→２面に詳細］

● ��「高齢者入院見舞金支給事業」を廃止する条例案は可決、
４つの高齢者施策（高齢者保養施設利用助成、ふれあい牛
乳・入浴券・高齢者入院見舞金支給）の継続を求める陳情
は不採択� ［第８号議案、陳情第３号→２面に詳細］

● ��女性の複合的困難を打開するため、女性自立支援法の早期
制定を求める意見書案を可決しました

� ［議員提出第２号議案→３面に結果］

● ��人権擁護委員３名の再任について同意しました
� ［第28号～第30号議案→３面に結果］
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正午

国立市議会 検索

任期最後の議会を終え、平成から令和へ
５月から新しい国立市議会が始まります

日時：令和元年（2019年）5月16日（木）午前10時から
正・副議長の選挙、委員会委員の選任等を行う予定です。

5/16 国立市議会議員選挙後、
初の議会を予定しています

クニタチッタ
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市から各常任委員会へ次のような報告がありました

Ｑ
こ
の
審
議
会
で
選
ば
れ
る
「
学
識

経
験
者
」
は
ど
う
い
う
方
か
。

Ａ
建
築
分
野
、
都
市
計
画
分
野
、
経

済
学
、
公
共
政
策
学
、
政
治
学
、
法

学
な
ど
、
い
ろ
ん
な
専
門
家
の
中
か

ら
選
ぶ
。
特
に
都
市
計
画
分
野
と
い

う
の
は
外
せ
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
「
法
務
、
不
動
産
又
は
建
築
に
関

す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
」
は

学
識
経
験
者
に
含
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
「
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
」
は

弁
護
士
あ
る
い
は
司
法
書
士
、
宅
地

建
物
取
引
士
、
建
築
士
な
ど
の
方
々
。

Ｑ
東
京
都
行
政
書
士
会
に
お
い
て
専

門
委
員
会
等
を
設
け
空
き
家
対
策
を

具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
入
ら
な
い
の
か
。

Ａ
行
政
書
士
は
こ
こ
に
入
ら
な
い
と

い
う
判
断
に
は
な
ら
な
い
。

Ｑ
先
に
あ
る
計
画
を
作
る
と
い
う
意

味
で
は
地
域
に
精
通
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
そ
の
と
お
り
と
思
う
。
特
に
不
動

産
の
件
に
関
し
て
は
地
域
に
精
通
し

た
方
に
入
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
。
地
域
協
会
の
方
、
市
民
委
員
は

公
募
や
団
体
推
薦
な
ど
の
視
点
も
入

れ
て
い
く
。

Ｑ
国
の
法
律
に
縛
ら
れ
ず
、
計
画
を

ま
ち
に
合
っ
た
形
で
作
れ
る
の
か
。

Ａ
全
く
フ
リ
ー
と
は
い
か
な
い
が
そ

の
よ
う
に
考
え
て
附
属
機
関
と
し
た
。

Ｑ
火
災
、
ご
み
問
題
等
個
別
の
対
処

方
法
も
こ
こ
で
審
議
さ
れ
る
の
か
。

Ａ
所
有
者
が
動
け
な
い
状
況
で
苦
情

者
が
い
る
ケ
ー
ス
が
一
番
困
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
何
と
か
し
た
い
。
全
く

従
わ
な
い
、
苦
情
が
続
い
て
い
る
件

が
あ
る
。

Ｑ
所
管
事
項
は
、
特
定
空
き
家
の
認

定
、
処
置
、
対
策
計
画
を
作
る
と
あ

【
陳
情
者
に
対
し
て
】

Ｑ
補
助
金
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、

意
見
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

Ａ
私
は
一
回
も
な
い
。
市
報
に
も
載

っ
て
い
な
か
っ
た
。

【
市
の
担
当
者
に
対
し
て
】

Ｑ
市
民
の
意
見
を
聞
か
ず
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
が
。

Ａ
一
人
一
人
に
聞
い
て
は
い
な
い
が
、

市
民
を
含
む
介
護
保
険
運
営
協
議
会

で
、
保
養
所
利
用
助
成
や
入
院
見
舞

金
の
施
策
に
つ
い
て
意
見
を
聞
い
た
。

Ｑ
ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。

Ａ
保
養
所
利
用
助
成
は
、
年
齢
区
分

か
ら
団
体
規
模
の
区
分
に
な
る
。
ふ

れ
あ
い
牛
乳
支
給
は
、
週
３
回
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
給
の
調
整
を
検

討
す
る
。
入
浴
券
支
給
は
、
一
人
一

人
に
会
っ
て
入
浴
の
課
題
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
く
。
改
築
後
の
市
内
銭

湯
で
の
介
護
予
防
事
業
実
施
に
つ
い

て
調
整
し
て
い
る
。
入
院
見
舞
金
支

給
は
、
退
院
後
の
在
宅
復
帰
を
考
え
、

介
護
保
険
の
認
知
症
高
齢
者
見
守
り

事
業
に
組
み
替
え
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
利
用
者
に
、
い
つ
知
ら
せ
る
の
か
。

Ａ
保
養
所
利
用
助
成
は
、
新
年
度
に

郵
送
に
よ
り
通
知
す
る
。
ふ
れ
あ
い

牛
乳
支
給
は
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
際
に
説
明
す
る
。

入
浴
券
支
給
は
、
４
〜
６
月
分
発
送

時
に
通
知
す
る
。
入
院
見
舞
金
支
給

は
、
市
報
等
で
通
知
す
る
。

Ｑ
大
事
な
助
成
に
関
わ
る
こ
と
を
、

当
事
者
の
意
見
を
聞
か
ず
に
決
め
て

よ
か
っ
た
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。

Ａ
も
う
少
し
丁
寧
な
や
り
方
を
す
べ

き
だ
っ
た
と
反
省
点
は
あ
る
。

Ｑ
陳
情
の
４
施
策
見
直
し
に
よ
る
、

財
政
健
全
化
効
果
額
は
い
く
ら
か
。

Ａ
734
万
６
千
円
に
な
る
。

る
が
、
苦
情
に
関
し
て
も
具
体
的
な

対
策
を
審
議
会
に
お
願
い
す
る
の
か
。

Ａ
特
定
空
き
家
に
認
定
す
る
と
、
法

律
の
効
力
が
得
ら
れ
る
。
指
導
、
勧

告
、
命
令
、
代
執
行
と
い
っ
た
こ
と

が
可
能
。
こ
れ
ら
を
含
め
対
処
す
る
。

Ｑ
行
政
が
調
査
し
た
だ
け
で
な
く
、

市
民
か
ら
の
意
見
も
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
去
年
の
台

風
24
号
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
あ
っ

た
空
き
家
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
苦

情
に
も
対
処
し
て
き
た
。

Ｑ
専
門
知
識
を
有
す
る
委
員
の
知
見

を
い
た
だ
い
て
相
続
の
手
続
き
等
を

提
案
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
か
。

Ａ
そ
う
い
っ
た
窓
口
も
必
要
と
な
る
。

所
有
者
不
明
土
地
問
題
も
含
め
て
社

会
情
勢
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

賛
成　
数
年
前
に
特
措
法
が
で
き
て

い
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う

指
摘
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
こ

の
条
例
を
し
っ
か
り
と
定
め
て
生
か

し
て
、
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

あ
る
空
き
家
へ
の
対
応
を
的
確
に
、

法
に
基
づ
い
て
進
め
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
困
っ
て
い
る
市
民
へ
の
対
応

の
窓
口
も
充
実
を
し
て
、
本
当
に
地

域
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
件
が
あ

れ
ば
、
的
確
な
対
応
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

賛
成　
東
京
都
の
行
政
書
士
会
に
お

い
て
、
専
門
部
会
を
使
っ
て
既
に
活

動
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
団
体
の
知

見
も
十
分
に
生
か
す
よ
う
強
く
要
望

し
て
賛
成
す
る
。

賛
成　
空
き
家
の
状
況
を
的
確
に
把

握
し
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
応
す

る
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
賛
成
す
る
。

条
例
賛
成
・
陳
情
不
採
択

　
市
民
の
意
見
を
聞
か
ず
に
進
め
ら

れ
た
と
感
じ
た
方
が
い
た
点
に
関
し

て
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
丁
寧
な
説

明
を
強
く
求
め
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
施
策
。
単
な
る
削

減
・
廃
止
で
は
な
く
、
予
算
組
み
替

え
で
、
他
市
に
先
駆
け
て
認
知
症
高

齢
者
の
見
守
り
施
策
が
進
む
。
保
養

所
利
用
助
成
は
、
金
額
と
対
象
が
見

直
さ
れ
、
制
度
は
残
る
。
も
っ
と
使

わ
れ
、仲
間
づ
く
り
が
広
が
り
、民
間

の
力
を
借
り
て
よ
り
良
い
事
業
と
な

る
よ
う
に
願
う
。
ふ
れ
あ
い
牛
乳
は
、

弁
当
と
牛
乳
配
布
の
重
複
を
整
理
し
、

廃
止
で
は
な
い
。
入
浴
券
支
給
は
、

一
人
一
人
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
す

る
。
国
立
市
だ
け
に
な
っ
た
入
院
見

舞
金
は
、
退
院
後
の
生
活
支
援
や
介

護
の
充
実
に
振
り
向
け
て
ほ
し
い
。

条
例
反
対
・
陳
情
採
択　

　
現
金
・
現
物
支
給
を
無
く
し
て
い

く
こ
と
は
、
生
活
に
も
影
響
す
る
。

生
き
が
い
を
助
成
す
る
制
度
の
見
直

し
を
、
市
報
を
通
じ
て
当
事
者
に
問

わ
な
か
っ
た
。
「
私
た
ち
の
こ
と
を

私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い
で
」
と
の

当
事
者
視
点
が
欠
け
て
い
る
。
議
会

に
さ
え
、
決
ま
っ
た
段
階
で
し
か
言

わ
な
か
っ
た
。
事
業
を
閉
じ
る
と
き
、

一
番
大
事
な
の
は
、
当
事
者
を
中
心

に
置
い
て
、
一
緒
に
考
え
る
こ
と
だ
。

認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
施
策
に
振

り
替
え
る
と
い
う
が
、
入
浴
券
支
給

と
別
に
考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
入
院

見
舞
金
も
、
認
知
症
で
な
い
方
を
ど

う
支
援
す
る
か
の
視
点
が
欠
け
て
い

る
。
保
養
所
利
用
助
成
の
見
直
し
も

感
情
的
な
話
か
も
し
れ
な
い
が
、
全

て
を
ロ
ジ
ッ
ク
で
考
え
て
良
い
の
か
。

空き家の管理や利活用について、審議会が立ち上がります
【第３号議案】　国立市空家等対策審議会条例案　[可決]

高齢者入院見舞金が廃止され、
４つの高齢者施策の継続を求める陳情は不採択となりました　　福祉保険委員会

（高齢者保養施設利用助成、ふれあい牛乳・入浴券・入院見舞金支給）
【陳情第３号】　高齢者保養施設利用助成事業など高齢者施策の継続を求める陳情　[不採択]
【第８号議案】　国立市高齢者入院見舞金支給に関する条例を廃止する条例案　[可決]

建設環境委員会

こ
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

①第5期基本構想第2次基本計画策定方針について
②上場株式等に係る配当所得等に関する住民税の税額算定誤りについて
③（仮称）国立市文化芸術推進基本計画（案）について
④国立市生涯学習振興・推進計画（案）について

①生活保護業務に係る事務処理について
②国立市地域医療計画の策定状況について
③�国立市における待機児童の解消に向けた取組に
ついて

④�幼児教育推進プロジェクトの取組状況と今後の
方向性について

⑤�国立市社会福祉事業団の設立に向けた取組に
ついて

①国立市域地球温暖化対策アクションプラン（案）について
②（仮）矢川プラス兼矢川複合公共施設の基本計画の中間報告について
③富士見台地域まちづくり事業の検討状況について

総務文教委員会
福祉保険委員会

建設環境委員会
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　　　　平成31年第１回定例会　　各会派の議案等への賛否
議案
番号 件　名　等

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

５
共
3

公
３

風
２

新
2

社
１

立
1

こ
1

み
１

リ
1

市 

長 

提 

出 

議 

案

予 

算

第11号 平成30年度国立市一般会計補正予算（第5号）案
【補正額：△2億4,123万8,000円】【補正後の総額：317億2,814万7,000円】
【主な内容】保育所施設整備費補助金（保育所運営委託事業費）の減額、下水道事
業特別会計繰出金の減額、道路及び水路の整備基金積立金の増額、職員手当等（退
職手当）の増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決
〇20

第12号 平成30年度国立市国民健康保険特別会計補正予算
（第3号）案

【補正額：+7,189万4,000円】【補正後の総額：75億1,756万2,000円】
【主な内容】国・都支出金等返納金の増額、臨時職員賃金（資格事務費、特定健康
診査等費）の減額、システム改修委託料の減額、通信運搬費（課税事務費、収納事
務費）の減額、特定健診等負担金の減額、国保運営協議会委員報酬の減額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第13号 平成30年度国立市下水道事業特別会計補正予算
（第2号）案

【補正額：△4,599万4,000円】【補正後の総額：28億2,141万5,000円】
【主な内容】消費税及び地方消費税の減額、既存施設管きょ設計委託料の減額、府
中市都市下水路維持管理負担金の減額、流域下水道北多摩二号幹線事業費負担金の
減額、流域下水道維持管理負担金の減額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第14号 平成30年度国立市介護保険特別会計補正予算（第3
号）案

【補正額：△137万2,000円】【補正後の総額：57億8,391万1,000円】
【主な内容】総務費の減額、基金積立金の増額、地域支援事業費の減額、諸支出金
の増額

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第15号 平成30年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第2号）案

【補正額：＋3,187万8,000円】【補正後の総額：17億7,044万9,000円】
【主な内容】一般会計繰出金の増額、総務費の減額、保健事業費の減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第16号 平成31年度国立市一般会計予算案 【歳入歳出予算総額】　304億6,500万円 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 可決
〇13・×7

第17号 平成31年度国立市国民健康保険特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】　74億2,107万1,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
〇20

第18号 平成31年度国立市下水道事業特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】　26億4,642万1,000円 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 可決
〇13・×7

第19号 平成31年度国立市介護保険特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】　57億1,411万2,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
〇20

第20号 平成31年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】　17億7,825万6,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
〇19・×1

第23号 平成30年度国立市一般会計補正予算（第6号）案
【補正額：+3,145万9,000円】【補正後の総額：317億5,960万6,000円】
【主な内容】都人事委員会勧告に基づく勤勉手当支給月数の増による増額、プレミ
アム付商品券事業費の増額、風しん対策拡大事業費の増額

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
〇17・×3

第24号 平成30年度国立市国民健康保険特別会計補正予算
（第4号）案

【補正額：+36万8,000円】【補正後の総額：75億1,793万円】
【主な内容】職員手当等の増額、共済費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決
〇20

第25号 平成30年度国立市下水道事業特別会計補正予算
（第3号）案

【補正額：+39万2,000円】【補正後の総額：28億2180万7,000円】
【主な内容】職員手当の増額、共済組合負担金の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第26号 平成30年度国立市介護保険特別会計補正予算（第4
号）案

【補正額：+80万1,000円】【補正後の総額：57億8,471万2,000円】
【主な内容】総務費の増額、地域支援事業費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第27号 平成30年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第3号）案

【補正額：+13万4,000円】【補正後の総額：17億7,058万3,000円】
【主な内容】職員手当の増額、共済組合等負担金の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第31号 平成30年度国立市一般会計補正予算（第７号）案 【補正額：+1億7,254万9,000円】【補正後の総額：319億3,215万5,000円】
【主な内容】非構造部材耐震化対策工事の増額、退職手当の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第32号 平成31年度国立市一般会計補正予算（第１号）案 【補正額：△1億6,765万4,000円】【補正後の総額：302億9,734万6,000円】
【主な内容】非構造部材耐震化対策工事の減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

条 

例

第1号 市長等及び教育長の給与の特例に関する条例案
市長、副市長、教育長の給料を令和元年（2019年）5月１日から令和2年（2020年）
12月24日まで、市長は15％、副市長は7％、教育長は4％減額し、それに伴い期
末手当についても減額する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第2号 国立市生活保護業務適正化に関する調査検証委員
会条例案

生活保護業務における不適正な事務処理について、庁内で実施した内部調査の結果
を検証し、再発防止策の検討及び提言を行うため、国立市生活保護業務適正化に関
する調査検証委員会を設置する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第3号 国立市空家等対策審議会条例案 空家等に関する施策について必要な事項を調査審議するため、国立市空家等対策審
議会を設置する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第4号 国立市非常勤特別職職員の報酬および費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例案 消防団員の報酬額を改定する 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第5号 国立市児童育成手当条例の一部を改正する条例案

所得税法の一部改正に伴い、規定の整理を行う

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第6号 国立市心身障害児福祉手当条例の一部を改正する
条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第7号 国立市心身障害者福祉手当条例の一部を改正する
条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第8号 国立市高齢者入院見舞金支給に関する条例を廃止
する条例案

社会情勢の変化に伴い、高齢者施策を見直し、地域包括ケアシステムの構築を推進
するため、国立市高齢者入院見舞金支給制度を廃止する 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 可決

〇13・×7

第9号 国立市介護保険条例等の一部を改正する条例案 
消費税率の引上げによる低所得者の保険料軽減強化の完全実施に伴い、令和元年度

（2019年度）及び令和2年度（2020年度）において 、所得段階が第1段階から第3
段階までの第1号被保険者の保険料を軽減する

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決
〇20

第10号 国立市下水道条例の一部を改正する条例案 消費税率の改正に伴い、下水道使用料のうち消費税相当額を算出する率を改定する 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 可決
〇13・×7

第21号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例
に関する条例の一部を改正する条例案 一般職の任期付職員の期末手当の支給率の引上げを行う 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決
〇20

第22号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 通勤手当の支給限度額の設定、年末年始手当の廃止、勤勉手当の支給率の引上げ及
び職員の給料表の改定を行う 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人 

事

第28号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 岸 勝利 氏【任期 令和元年（2019年）7月1日から令和4年（2022年）6月30日まで】 無記名投票（投票総数20票）

同意19票　不同意1票（うち白票1票）

同意第29号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 土屋 眞弓 氏【任期 令和元年（2019年）7月1日から令和4年（2022年）6月30日まで】 無記名投票（投票総数20票）

同意19票　不同意1票（うち白票1票）

第30号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について 近藤 誠 氏【任期 令和元年（2019年）7月1日から令和4年（2022年）6月30日まで】 無記名投票（投票総数20票）

同意19票　不同意1票（うち白票1票）

議
員
提
出
議
案

意
見
書

議員提出
第1号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書案

【提出者：尾張美也子議員ほか5名】
選択的夫婦別姓については、最高裁判決の趣旨を踏まえ、適切な法的選択肢を用意
することは、国および国会の責務であると考え、国および政府に対し、民法を改正
し、選択的夫婦別姓制度を法制化することを求める

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決
〇15・×5

議員提出
第2号

（仮称）女性自立支援法の早急な制定を求める意見
書案

【提出者：上村和子議員ほか1名】
何重にも困難を抱える女性を支えるための広域連携は当然のことであり、有効な解
決策の1つとして女性への包括的な自立支援のための先駆的施策を検討するととも
に、売春防止法を抜本的に見直し、ＤＶや貧困などに苦しむ女性と子どもが、一刻
も早く、住みたい地域で安心して暮らしていける包括的な(仮称)女性自立支援法の
早急な制定を求める

× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳　
情

平成30年
陳情
第3号

JR東日本株式会社による国立駅南口開発に関する
陳情（平成30年第1回定例会からの継続審査）

【陳情者：国立市まちづくり推進四団体協議会会長】 
市としてＪＲに対して下記陳情事項の実現を要望する
①東側用地を緑地として開放
②西側用地の建物と旧国立駅舎との間に十分な空間を取る
③国立駅南口複合公共施設整備用地との連携を図る

付託されていた建設環境委員会において継続審
査となり、さらに、3月22日の本会議において、
議長が閉会中の継続審査とすることを諮り、異
議なく可決されました

継続審査

陳情
第1号

選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書を国に
提出することを求める陳情

【陳情者：選択的夫婦別姓・全国陳情アクション】 
国に対し、民法を改正し、選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を求める × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

〇15・×5

陳情
第2号

東京都の「柏崎刈羽原発に頼らない脱炭素の東京再
生可能エネルギー計画」についての意見書の提出を
求める陳情

【陳情者：国立市民】（他賛成署名200名） 
東京都が柏崎刈羽原発に頼らない脱炭素の東京再生可能エネルギー計画をつくるよ
う意見書を提出することを求める

× 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 不採択
〇9・×11

陳情
第3号

高齢者保養施設利用助成事業など高齢者施策の継
続を求める陳情

【陳情者：国立市民】
高齢者保養施設利用助成事業、ふれあい牛乳支給事業、入浴券支給事業、高齢者入
院見舞金支給事業は削減、変更せず、これまでどおり継続することを求める

× 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × × 不採択
〇7・×13

会派略称
自＝自由民主党・明政会（石井伸之・青木健・大和祥郎（議長）・髙柳貴美代・大谷俊樹・遠藤直弘）　　共＝日本共産党（高原幸雄・尾張美也子・住友珠美）　　
公＝公明党（中川喜美代・小口俊明・青木淳子）　　風＝緑と自由の風（重松朋宏・関口博）　　新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）
社＝社民党（藤田貴裕）　　立＝立憲民主党（稗田美菜子）　　こ＝こぶしの木（上村和子）　　み＝みらいのくにたち（望月健一）　　リ＝リビルド国立（渡辺大祐）

【お詫びと訂正】平成31年2月5日発行『くにたち市議会だより』246号の3ページ<各会派の議案への賛否>において誤りがありました。<陳情第3号>右から二番目の欄に「12月21日の本
会議において、」と記載しましたが、正しくは「12月22日の本会議において、」となります。市民の皆さまにはお詫び申し上げますとともに、訂正いたします。

○：賛成　×：反対
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蔵
野
の
５
市
で
行

う
よ
う
だ
が
内
容
は
。

Ａ
５
年
に
一
度
、
31
年
度
は

国
立
市
が
幹
事
市
と
な
る
。

ル
ッ
カ
市
と
関
連
し
て
、
親

子
オ
ペ
ラ
鑑
賞
な
ど
イ
タ
リ

ア
の
文
化
に
触
れ
る
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
る
。

Ｑ
都
市
間
交
流
の
意
図
が
あ

る
と
思
う
が
、
意
図
を
明
確

に
し
て
行
う
の
か
。

Ａ
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
体
験

塾
で
あ
り
、
子
ど
も
達
に
感

動
を
与
え
る
こ
と
が
意
図
。

ル
ッ
カ
市
と
の
交
流
を
進
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
具
と

し
て
オ
ペ
ラ
を
選
ん
だ
。

民
生
費

高
齢
者
入
浴
券
支
給
事
業

Ｑ
７
月
に
休
止
予
定
だ
が
、

市民の声を聞かずに福祉削減する市政は自治体の目的に外れている
日本共産党　３名　反対

学校体育館にエアコン設置を
公明党　３名　賛成

永見市政の人を大切にする予算編成、大いに賛成し期待する
自由民主党・明政会　５名　賛成

平成31年度予算に対する会派代表討論（要旨）
≪会派名簿順に掲載/賛成・反対は一般会計予算案に対して≫
会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字数に違いがあります。　自治体の目的である住民の福祉

の向上の視点が貫かれた予算かで
判断。当事者や市民の声を聞かず
に高齢者施策の縮小や廃止、家庭
ごみ有料化を推し進めたやり方は
問題。特に入浴施設助成金や入院
見舞金の廃止、保養施設利用助成
金の縮小、ふれあい牛乳の見直し
は、利用者の調査や聞き取りも行
っていない。事業見直しで得る効
果額約734万円（歳入の約0.02％）
を生み出すために、サービスを切
られて月４回の入浴、年１回の温
泉旅行を諦めざるを得ない人が出

るかもしれない。グリーンパス有
料化後も約２割プール利用者が減
った。介護認定率は低所得者ほど
高いので事業を市民の健康促進の
視点で実態調査や当事者への影響
を検証した上で、議会や市民に説
明して行うべき。また反対や疑問
の声が多い中進められた家庭ごみ
有料化は2017年度決算で約8,000万
円近くの効果額が出た。パブコメ
の多くが収集回数を元に戻してほ
しいという声。効果額を活かし市
民の意見を受け止めて、収集回数
や袋の値段など見直すべきだ。

　平成31年度国立市一般会計予算
並びに、各特別会計に賛成する。
　一般会計の予算規模は304億円
余りとなった。行政サービスを提
供し、赤字地方債による借金をい
かにして減らすかを模索すべき。
　中学校２校の体育館エアコン設
置予算が計上されたことを評価す
る。冷風機などの新規設置も予定
されている。子どもたちにとって、
過酷な夏とならないよう願いたい。
　空家対策事業費では、特定空家
認定を進めていくということであ
る。近隣に迷惑を掛けている場合

には、迅速に対応改善を願いたい。
　旧国立駅舎再築事業は、一般財
源を使わず工事が行われている。
　新生児聴覚検査助成事業では、
保健師などによる保護者への丁寧
な個別支援をお願いする。
　乳がん検診の受診率向上をめざ
し、女性スタッフによる検診を開
始する予算が計上されている。
　更に、公明党が主張してきた不
登校対策支援事業をはじめ、成年
後見制度利用支援事業、小中学校
トイレ洋式化の各予算が組み込ま
れていることも評価する。

　平成31年度一般会計及び全ての
特別会計予算に対し、賛成する。
ソーシャル・インクルージョンの
まちづくりを目指す目標を持ち、
次世代の育成、安心・安全の確保、
くにたちブランドの向上など、永
見市長のビジョンが明確になり、
今回の予算を高く評価する。
　次世代の育成では、待機児童ゼ
ロに向けた努力を継続すること、
小・中学校の不登校児童生徒対策、
公立学校体育館のエアコン設置を
全校に行うことを要望する。
　安心・安全の確保では、南武線

の高架化による危険な踏切の撤去、
無電柱化などによる３・３・15号
線の整備により市民を安心・安全
に、地域の見守り支援などでのお
年寄りの安心・安全対策は急務だ。
　くにたちブランドの向上では、
大学通りの街並み、さくら通りの
桜、1100年以上歴史を持つ谷保天
満宮など海外の観光客への魅力的
な場所が多くあり、観光資源とし
て育てる取り組みを期待する。
　見直した事業は利用者に丁寧な
説明と対応をして、新しい事業に
は試用期間の設定を提案する。
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予 算 特 別 委 員 会
一般会計と４つの特別会計予算案を可決

３月６日・７日・８日・１１日（４日間開催）　委員長：大谷俊樹 　副委員長：高原幸雄

　
　

リ

タ
ーン

コミュニティサイクルが
本格的に始まります

　４月下旬から、市内で民間事業者によるコミュニティサ
イクル（名称「のりすけ」）の事業が始まります。
　昨年8月から3カ月間行ったコミュニティサイクルの実
証実験の結果、ご利用いただいた皆さまから大変ご好評を
いただきました。そこで、利用方法の改善や見直しを行い、
このたび本格的に事業の支援を開始することとなりました。
　市内の散策や、バスや車で行きにくい地域など、さまざま
な用途にぜひ、ご利用ください。

ご利用になる前に、インター
ネットで「のりすけ」と検索し、
会員登録ページに必要事項を
入力して手続をしてください。
※市と契約を行うものではあ
　りません。

※「のりすけ」は、必ず専用の駐輪ステーションへ返却してください。
※ご利用時に、URL付きメールが送付されますので、拒否設定をしてい
　る方は、必ず解除をしてからご利用ください。
※クレジットカード、モバイルキャリア、Yahoo!ウォレットでの決済
　方法をお選びください。

マップ上の緑のピン
をタップして自転車
を選びます。

ご
ネ
会
入
※

市内で

スマートフォンで事前の会員登録が必要です

1 自転車のパネルを
操作して、利用を開
始します。

2 「のりすけ」の駐輪ステーションがあれば、
市外（府中市、国分寺市など）でも返却でき
ます。

3

下のＱＲコードから
「のりすけ」のホームページに

アクセスできます

電動だから
上り坂や荷物が多くても
ラクラクスイスイ♪

【
利
用
料
金
】15
分
：
60
円
ま
た
は
24
時
間
：
１
千
円
で
す
。詳
細
は
、「
の
り
す
け
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、以
下
の
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。   

　
市
役
所
道
路
交
通
課
交
通
係

問

問

乗りたいときだけ手軽にシェア！
（ 共 有 ）

前カゴが
大きいから
荷物がたっぷり
入る！

多摩川サイクリング
きもちイイ～～♪

市境の国分寺市や府中市など
「のりすけ」の駐輪ステーションが
ある場所なら乗り入れもOK！

白いデザインと
革張りのサドルも
おしゃれ♪

ご利用前に、必ず
自転車のバッテリー
残量等をご確認ください。

利用方法

市内の「のりすけ」駐輪ポート設置予定地

合
わ５月は自転車月間　　　　5月5日は●●●の日です自 転 車

自転車が「歩道通行可」の歩道を
走るときは、Aふつうに走る？
Bゆっくり走る？

クイズ1
赤信号のとき、自転車は
A止まる？
B止まらなくてよい？ 

クイズ2

止まれの標識のとき、自転車は
A止まる？
B止まらなくてよい？

クイズ3
子どもが自転車に乗るときは、
ヘルメットをAかぶる？
Bかぶらなくてよい？

クイズ4

自転車が走ってもよい歩道で
も、歩行者の邪魔にならない
ように、ゆっくり走りましょ
う。このほか、歩道を走るこ
とができるのは、１３歳未満
と７０歳以上の高齢者です。

1の正解
どんな場合で
も自転車も赤
信号では止ま
らなければなり
ません。

2の正解
「止まれ」の標識
の際には、自転
車も止まって安
全を確認しま
しょう。

3の正解
保護者の方は１３
歳未満のお子さ
んには、ヘルメッ
トをかぶらせる
よう努めなくて
はなりません。

4の正解

市役所
施設名等 所在地 備考

1
2
3
4

5

6
7
8
9
10
11
12

子ども家庭支援センター

市民総合体育館
中央図書館

国立駅南口
nonowa口前
城山さとのいえ
福祉会館
北第一公園
寺之下親水公園
谷保第三公園
矢川上公園
富士見公園

富士見台 2-47-1
富士見台 3-21-1

富士見台 2-48-1
富士見台 2-34

中 1-1-47

泉 5-21-20
富士見台 2-38-5 イベント時休止

前回から位置変更

前回から位置変更

夏祭り時休止

北 3-11
泉 4-9
富士見台 2-34
富士見台 4-4
富士見台 3-9

ノ　　ノ　　ワ

注意：以下の設置予定地は変更になる場合もありますので、事前に「のりすけ」の
　　 ホームページをご確認ください。

市報 〒186-8501 東京都国立市富士見台 2-47-1

http://www.city.kunitachi.tokyo.jp/ホームページ

編集・発行 国立市役所政策経営部

平成 31 年（2019 年）
月 日号（第1208号）20４ 学び挑戦し続けるまち　ともに歩み続けるまち　培い育み続けるまち　文教都市くにたち

つちか

毎月
5日・20日
発行

☎☎☎☎☎042-576-2111（代）

042-576-0264

問

　市役所職員をかたる者から、「医療費
の還付金があります」などと言って、
口座番号などの個人情報を聞き出した
りする電話が多くかかっています。不
審な電話だと思ったら、一度電話を切
り、すぐに警察へ連絡してください。
　防災安全課防犯担当

還付金詐欺の電話が急増中！

市の木の木

市の色色

市の鳥市の

市の花市

イチョウ シジュウカラ

みどり色 う　め

◀　 スマートフォ
ン等で左のＱ
Ｒコードを読
み取ると、市
ホームページ
にアクセスで
きます。

自
転
車
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
し
て
い
て
、「
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
」の
経
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
転
車
事
故
の
約
70
％
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
自

転
車
だ
か
ら
こ
そ
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
転
車
の
似
合
う
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市内を一緒に自転車で走りながら、
ルールやマナーを学びます。
日程　7月２７日㈯・２８日㈰
※開催時間、集合場所などの詳細は、今
後の市報をご覧ください。

主催・問くにたち・まちづくり∞自転
車倶楽部
☎０００-００００（担当：高田）

申込不要  費用無料

2019年「第13回こども
自転車安全体験ツアー」開催

【まちで 学ぼう やさしく 走ろう】
親子でりんりんツアー

左
の
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
転
車
の

安
全
に
つ
い
て
」学
ぼ
う
！

予算の詳細は
市報4月20日号
をご覧ください

平成31年度一般会計（人口一人あたりの歳入と歳出） 歳出歳入
□議会費 .........4,153円
□総務費 ... 3万7,618円
□民生費 .... 21万108円
□衛生費 ... 2万5,376円
□労働費 .............. 48円
□農林費 ............ 760円
□商工費 .........2,467円
□土木費 ... 4万6,874円
□消防費 ... 1万4,312円
□教育費 ... 3万6,710円
□公債費 ...... 2万927円
□諸支出金 .....1,946円
□予備費 ............ 264円

□市税 ..................................... 19万8,740円
□地方譲与税 .................................. 1,473円
□利子割交付金 ..................................316円
□配当割交付金 .............................. 1,634円
□株式等譲渡所得割交付金 ............ 1,041円
□地方消費税交付金 ................. 1万6,608円
□自動車取得税交付金 .......................422円
□環境性能割交付金 ...........................132円
□地方特例交付金 .......................... 2,519円
□地方交付税 .................................. 1,977円
□交通安全対策特別交付金 ................119円
□分担金及び負担金 ....................... 3,872円

□使用料及び手数料 ....................... 9,369円
□国庫支出金 ............................ 6万8,309円
□都支出金 ...................................6万692円
□財産収入 ..................................... 1,646円
□寄附金 ................................................. 0円
□繰入金 ................................... 1万2,104円
□繰越金 ......................................... 2,636円
□諸収入 ......................................... 2,879円
□市債 ....................................... 1万5,075円

※平成31年3月1日の人口で計算
※小数点以下四捨五入

公債費5.21%

予備費0.07%

消防費3.56%

諸支出金0.48%

議会費1.03%

商工費0.61%
農林費0.19%
労働費0.01%

衛生費6.32%

民生費52.32%

土木費11.67%

教育費9.14%

総務費9.37%



　幼児教育推進プロジェクトの推
進、フルインクルージョンの一つ
として医療的ケア児等保育支援事
業等子育て・子育ち支援に重点を
置き、学校教育では全小学校に合
理的配慮支援員を新たに配置、家

庭と子どもの支援員の拡充など現
場の対応に直結する予算配分は高
く評価。減災対策や女性パーソナ
ルサポート事業、がん検診受診率
向上事業など細やかな事業も評価。
事業として丁寧な取組みを要望。

事
務
事
業
評
価
で
は
進
め
て

い
こ
う
と
な
っ
て
い
る
。
な

ぜ
い
き
な
り
休
止
な
の
か
。

Ａ
市
内
唯
一
の
公
衆
浴
場
が

１
年
間
操
業
休
止
と
な
る
の

が
１
つ
大
き
な
理
由
。
こ
こ

で
事
業
の
組
み
替
え
を
行
い
、

浴
場
を
使
っ
た
介
護
予
防
事

業
等
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
自
宅
に
入
浴
設
備
の
な
い

方
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
全

員
へ
の
休
止
に
よ
る
対
応
は
。

Ａ
生
活
全
体
、
入
浴
券
の
利

用
状
況
を
見
て
、
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
観
点
か
ら
、

孤
立
を
防
ぐ
こ
と
に
重
点
を

置
き
つ
つ
、
説
明
し
て
い
く
。

幼
児
教
育
推
進
事
業

Ｑ
30
年
に
実
施
し
た
感
触
は
。

Ａ
30
年
９
月
か
ら
「
こ
こ
す

き
！
」
を
開
始
。
保
護
者
か

ら
は
す
ば
ら
し
く
良
い
、
新

年
度
の
申
し
込
み
の
希
望
な

ど
の
声
を
聴
い
て
い
る
。

Ｑ
30
年
度
は
約
20
組
、
１
歳

児
か
ら
対
象
だ
っ
た
が
、
人

数
、
対
象
年
齢
を
広
げ
て
い

く
べ
き
で
は
。

Ａ
31
年
度
は
、
対
象
を
60
組

に
拡
大
す
る
ほ
か
、
ゼ
ロ
歳

児
か
ら
の
幼
児
教
育
の
す
ば

ら
し
さ
を
伝
え
る
啓
発
活
動
、

取
り
組
み
を
行
う
。

衛
生
費

ご
み
減
量

Ｑ
ご
み
有
料
袋
に
よ
り
約
８

千
万
円
利
益
が
で
て
い
る
が
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

無
料
に
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
分
別
意
識
が
薄
れ
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
有
料
化
す
る
。

Ｑ
30
年
度
に
ご
み
減
量
し
て

い
る
の
に
31
年
度
の
ご
み
処

理
費
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
30
年
度
積
算
が
甘
か
っ
た

ご
み
有
料
袋
の
予
算
増
、
多

摩
川
衛
生
組
合
の
施
設
補
修

等
の
事
業
費
の
増
な
ど
。

乳
が
ん
検
診

Ｑ
乳
が
ん
検
診
が
検
診
車
に

よ
る
集
団
検
診
で
実
施
が
始

ま
る
が
内
容
は
。

Ａ
医
師
、
放
射
線
技
師
は
女

性
ス
タ
ッ
フ
で
、
申
込
み
の

と
き
連
絡
が
あ
れ
ば
、
お
子

さ
ん
連
れ
に
も
対
応
す
る
。

商
工
費

ｆｰ

Ｂ
ｉ
ｚ

Ｑ
予
算
査
定
で
事
業
不
採
択

と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

Ａ
圧
倒
的
な
成
果
を
出
し
続

け
る
中
小
企
業
向
け
公
設
民

営
の
相
談
所
。
視
察
を
行
い
、

効
果
が
あ
る
と
確
信
し
た
。

Ｑ
不
採
択
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
利
用
す
る
商
工
業
者
等
と

の
調
整
が
整
わ
な
か
っ
た
。

土
木
費

南
武
線
高
架
化

Ｑ
調
査
委
託
料
が
国
立
市
役

所
前
踏
切
の
あ
る
道
路
ま
で

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

高
架
化
に
な
る
の
か
。

Ａ
東
京
都
が
矢
川
―
立
川
駅

付
近
で
立
体
交
差
化
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
協

議
の
資
料
の
た
め
調
査
す
る
。

Ｑ
国
立
市
内
の
踏
切
を
す
べ

て
撤
去
す
る
、
そ
う
い
っ
た

姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は
。

Ａ
南
武
線
を
安
全
な
鉄
道
と

し
て
、
渡
る
手
立
て
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
考
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
す
る
。

国
立
駅
南
口
整
備

Ｑ
歩
道
等
を
拡
幅
す
る
計
画

の
よ
う
だ
が
、
経
過
は
。

Ａ
21
年
に
基
本
計
画
が
で
き

議
論
が
さ
れ
る
中
、
26
年
に

国
立
駅
周
辺
整
備
計
画
案
が

で
き
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
事
業
を
進
め
て
い
る
。

旧
国
立
駅
舎
再
築

Ｑ
完
成
に
あ
た
っ
て
、
イ
ベ

ン
ト
等
は
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
旧
国
立
駅
中
心
に
ま
ち
を

歩
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
検

討
中
。
他
部
署
連
携
で
行
う
。

消
防
費

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

Ｑ
訓
練
に
ど
う
関
わ
る
の
か
。

Ａ
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施

予
定
。
職
員
２
名
参
加
予
定
。

Ｑ
社
協
が
中
心
だ
が
、
災
害

へ
の
対
応
を
高
め
る
た
め
、

他
市
の
経
験
を
学
ぶ
べ
き
。

Ａ
視
察
に
向
け
調
整
し
た
が
、

見
送
っ
た
経
過
が
あ
る
。
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
費

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

Ｑ
子
供
の
た
め
、
合
理
的
配

慮
支
援
員
と
ス
マ
イ
リ
ー
ス

タ
ッ
フ
を
統
一
す
べ
き
で
は
。

Ａ
導
入
当
初
と
し
て
差
別
化

す
る
が
、
困
惑
し
た
お
子
さ

ん
が
い
れ
ば
協
力
し
て
支
援

し
、
来
年
度
以
降
は
新
し
い

体
制
を
考
え
る
。

体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

Ｑ
な
ぜ
中
学
校
２
校
に
し
か

設
置
し
な
い
の
か
。

Ａ
31
年
１
月
に
東
京
都
の
補

助
が
つ
く
と
判
明
し
、
予
算

化
し
た
結
果
、
２
校
が
事
業

量
と
し
て
限
界
だ
っ
た
。

Ｑ
32
年
度
に
も
二
小
と
五
小

の
設
置
が
で
き
な
い
予
定
に

な
る
が
、
設
置
す
べ
き
で
は
。

Ａ
建
て
替
え
を
検
討
す
る
中

で
、
冷
風
機
な
ど
活
用
し
、

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
以
上
の
よ
う
な
審
査
を
経

て
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

各
特
別
会
計
予
算
へ
の
主
な
質
疑

●
国
民
健
康
保
険

Ｑ
30
年
度
か
ら
広
域
化
が
始

ま
っ
た
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト

・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
安
定
し
た
予
算
を
組
む
こ

と
が
で
き
、
東
京
都
を
中
心

に
事
務
の
統
一
が
図
ら
れ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
被
保
険
者
に

大
き
な
混
乱
が
な
い
こ
と
か

ら
、
特
に
な
い
。

Ｑ
広
域
化
事
業
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
考
え
て
良
い
か
。

Ａ
現
在
ま
で
混
乱
は
な
い
。

今
後
、
事
務
の
統
一
化
が
見

直
さ
れ
る
中
、
市
の
負
担
が

減
る
の
か
、
東
京
都
と
協
議

し
て
い
く
。

●
下
水
道
事
業

Ｑ
消
費
税
が
10
％
に
上
が
り

歳
入
が
約
600
万
円
増
え
る
よ

う
だ
が
、
税
改
定
が
行
わ
れ

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
８
％

で
計
算
す
べ
き
で
は
。

Ａ
歳
出
も
10
％
で
組
ん
で
い

る
の
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
。

●
介
護
保
険

Ｑ
要
介
護
３
以
上
で
在
宅
介

護
を
受
け
る
方
の
分
析
は
。

Ａ
約
430
人
に
近
い
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
今
後

も
増
加
す
る
傾
向
。

Ｑ
24
時
間
介
護
、
看
護
体
制

の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
。

Ａ
23
年
度
か
ら
在
宅
療
養
推

進
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ

た
。
市
内
施
設
と
連
携
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
体

制
づ
く
り
に
努
め
る
。

◇
国
民
健
康
保
険

◇
下
水
道
事
業

◇
介
護
保
険

◇
後
期
高
齢
者
医
療

　
審
査
の
結
果
、
右
の
特
別

会
計
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

きめ細やかな事務執行を！
立憲民主党　１名　賛成

空間と景観を奪う旧駅舎復原に反対！人権・平和条例は活かそう！
こぶしの木　１名　反対

文教都市くにたちをすべての市民にひらかれた教育のまちに！

体質改善に向けた取り組みを評価

みらいのくにたち　１名　賛成

リビルド国立　１名　賛成

子育て世代への投資と賑わい創出で持続可能なまちづくり

国立駅周辺まちづくりと、教育費について

新しい議会　２名　賛成

社民党　１名　反対

まちのライフプランとフィナンシャルプランを市民とともに描こう
緑と自由の風　２名　反対

　将来世代に責任ある持続可能な
まちの未来予想図を描けているか、
との視点で予算をチェックし、以
下の３つの理由で反対する。
　第１に、いつ、どの事業を、ど
んな財政見通しで行うのか、不透
明である。南武線高架化と関連開
発、国立駅南口ホール建設など、
億単位の負担が続く事業に、市民
が知らない間に手を出している。
　第２に、コスト感覚なく散財し

ている。希望的観測をしてもなお
窓口の10倍コストがかかる証明書
のコンビニ交付は撤退し、運用コ
ストで赤字続きの高架下駐輪場は
無料開放するよう、求める。
　第３に、当事者置き去りの福祉
削減は、ソーシャル・インクルー
ジョンの理念に反する。市役所自
身の行政評価でも廃止検討してな
かった事業まで休廃止するのは、
合理的説明がつかない。

　永見市長の「不退転の覚悟で臨
む」との決意の下に、未来を見据
え、持続可能なまちの実現に向け
て事務事業の見直しが行われ、社
会変化に合わせた住民ニーズに対
応する予算編成が行われた。
　保育園の開設による待機児童の
解消や、未就園児を対象とした非
認知能力の向上を図る事業は、子
育てをするまちとして大きな魅力
になり、ソーシャルインクルージ

ョンの理念を実践する取り組みと
しては、合理的配慮支援員の増員
や医療的ケア児への保育支援事業
が立ち上げられたことを評価する。
　まちの賑わい事業としては、次
期アートビエンナーレの見直しと
新たな企画が歳入増加に繋がるこ
とを期待したい。
　安心して楽しく快適に暮らせる
持続可能なまちづくりをお願いして、
すべての会計予算案に賛成する。

　国立駅南口ロータリーの変更が
老朽化対応というなら、東１号線
の一方通行化はいらない。旧駅舎
復原後の景観を守るためには、Ｊ
Ｒ用地と市有地との交換が必要だ。
市に対応を求める。

　学校給食の収支は大幅に悪化し
ている。適宜議会に報告してもら
わないと困る。インクルーシブ教
育は地域やボランティアの力がな
いと実現できない。しっかり対応
すべきだ。

　反対した最大の理由は旧国立駅
舎の復原。工事が始まり下りホー
ムから見えていた大学通りの景観
が消えた。歩行空間も阻害されて
いる。高齢者の保養助成、入浴券、
ふれあい牛乳等を説明も意見も聞

かず削減方向で見直したことは許
せない。急激なペーパーレス化や
ＩＣＴ化には反対。人の顔がみえ
る行政運営に徹せよ。人権・平和
・多様性条例は大きく評価。
　市役所の職場から実践せよ！

　全ての予算に賛成する。そのう
えで、１．文教都市くにたちをすべ
ての市民にひらかれた教育のまち
にすること。２．子どもから高齢者
まで誰もが安心して地域で生活で
きるための健康医療福祉のまちづ

くりを進めること。３．教育・子ど
も・医療・介護予防など必要な施
策の財源を生み出すための行財政
改革を具体的に行うこと、の３点
を要望する。さらに、子どもに関
する基本条例の検討を要望する。

“成果に着目する事務事業の見直
し”の明文化を歓迎する。行政評
価をスクラップアンドビルドの根
拠として連携させ、市役所は体質
改善を推進させていくべきだ。
　再築される旧国立駅舎について

は閑古鳥が鳴くような観光案内所
としては絶対にならない。使用料
を取らず誰もが無料で活用できる
ようにすべきだ。旧駅舎を利用し
ての催しが活発になり、催し毎の
来訪者人口増に繋がる。
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未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会
　
　
遠
藤
　
直
弘  

議
員

Ｑ
４
年
前
よ
り
歩
い
て
散
歩
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
甲
州
街
道
の
歩
道
拡
幅
を
お
願

い
し
て
い
る
が
そ
の
進
展
は
。

Ａ
東
京
都
は
東
八
道
路
開
通
と
、
さ
く
ら
通

り
東
側
が
開
通
し
た
後
、
交
通
量
調
査
を
し

て
進
め
る
と
の
こ
と
だ
。

Ｑ
２
年
前
の
交
通
量
調
査
で
は
基
準
を
下
回

る
区
間
が
あ
る
が
、
そ
の
区
間
を
先
行
し
て

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ
東
京
都
へ
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
が
十
分

下
回
る
と
い
え
な
い
と
の
こ
と
だ
。

Ｑ
狭
隘
な
踏
切
や
谷
保
駅
東
側
の
都
道
も
含

め
て
踏
切
を
解
消
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

南
武
線
の
立
体
交
差
事
業
の
工
事
範
囲
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
東
京
都
が
主
体
と
な
る
事
業
だ
が
、
施
工

方
法
を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
。

Ｑ
小
学
校
の
建
て
替
え
更
新
に
つ
い
て
、
複

合
化
す
る
こ
と
に
よ
り
『
生
ま
れ
る
前
か
ら

人
生
の
最
後
ま
で
』
活
用
で
き
る
公
立
学
校

に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

Ａ
複
合
化
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
。
地
域

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

国
立
駅
周
辺
と
北
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

社
民
党
　
　
藤
田
　
貴
裕  

議
員

Ｑ
国
立
駅
南
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
屋
根
が

な
く
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

Ａ
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
道
路
占
用
許
可
を
得

て
自
ら
設
置
し
た
も
の
だ
が
、
旧
駅
舎
復
原

工
事
の
関
係
で
撤
去
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の

補
修
工
事
が
終
わ
っ
た
ら
市
で
設
置
し
た
い
。

Ｑ
国
立
駅
北
口
に
時
計
が
な
い
が
、
い
つ
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
工
事
の
設
計
時
に
検
討
し
た
が
、
も
と
も

と
北
口
に
時
計
は
な
か
っ
た
の
で
計
画
に
入

れ
な
か
っ
た
。
今
後
、
総
合
的
に
踏
ま
え
て

検
討
し
た
い
。

Ｑ
国
立
駅
北
口
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
に

市
は
き
ち
ん
と
協
力
す
る
の
か
。

Ａ
一
定
の
条
件
は
あ
る
が
、
北
口
広
場
を
活

用
し
て
商
店
会
の
活
性
化
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
北
大
通
り
の
立
川
市
境
へ
の
延
伸
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

Ａ
接
道
予
定
の
立
川
・
東
大
和
線
の
事
業
が

進
む
た
め
連
動
し
て
市
の
事
業
と
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。
交
通
量
の
変
化
は
都
が
環
境

影
響
評
価
を
す
る
。
市
内
の
立
ち
退
き
件
数

は
測
量
次
第
だ
が
10
件
程
度
あ
る
と
考
え
る
。

介
護
・
子
育
て
な
ど
、
暮
ら
し
に

密
着
し
た
施
策
強
化
へ
！

日
本
共
産
党
　
　
住
友
　
珠
美  

議
員

Ｑ
里
親
制
度
の
推
進
と
し
て
短
期
的
な
里
親

の
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
現
在
短
期
間
の
預
か
り
も
支
援
し
て
い
る
。

Ｑ
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
子

ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
今
後
、
他
市
の
条
例
を
参
考
に
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
低
所
得
に
陥
り
や
す
い
ひ
と
り
親
に
対
し

て
、
居
住
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
生
活
の
課
題
を
見
な
が
ら
相
談
を
行
う
。

Ｑ
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
が
い
る
状
態
で
あ

る
な
ら
増
設
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
新
規
に
特
養
ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
必
要
性

は
低
い
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
認
知
症
の
方
を
支
え
る
ご
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症

カ
フ
ェ
な
ど
展
開
し
て
い
る
。

Ｑ
南
部
地
域
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
整
備

の
事
業
化
が
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

Ａ
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
だ
け
で
、
事
業
化

は
さ
れ
て
い
な
い
。

他
、
子
ど
も
の
虐
待
問
題
、
子
ど
も
の
貧
困

問
題
を
質
問
。

虐
待
防
止
の
観
点
か
ら
も
子
ど
も

・
保
護
者
を
支
え
る
し
く
み
を

み
ら
い
の
く
に
た
ち
　
　
望
月
　
健
一  

議
員

Ｑ
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
、
学

校
と
連
携
し
た
講
座
を
開
催
で
き
な
い
か
。

Ａ
市
民
向
け
の
緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す

る
。
ま
た
、
講
座
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
不
登
校
の
子
ど
も
の
自
分
の
ク
ラ
ス
以
外

の
別
の
部
屋
登
校
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

Ａ
別
室
対
応
す
る
支
援
員
の
時
間
数
を
増
や

す
予
算
を
提
案
し
、
よ
り
充
実
し
て
い
く
。

Ｑ
災
害
時
に
お
け
る
手
話
通
訳
の
派
遣
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ
手
話
通
訳
団
体
と
速
や
か
に
協
定
の
締
結

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
富
士
見
台
団
地
の
空
室
を
活
用
し
た
市
民

の
居
場
所
づ
く
り
、
市
と
し
て
も
後
押
し
で

き
な
い
か
。

Ａ
市
と
し
て
、
住
民
・
Ｕ
Ｒ
と
連
携
し
な
が

ら
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
認
知
症
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
条
例

を
つ
く
れ
な
い
か
。

Ａ
理
念
的
な
規
範
を
含
ん
だ
条
例
制
定
を
検

討
し
て
い
く
。

他
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
定
型
業
務
の
自
動
化
技
術
）

・
業
務
の
棚
卸
し
等
行
財
政
改
革
を
質
問
。

生
涯
住
み
つ
づ
け
た
い
と
思
え
る

安
心
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

新
し
い
議
会
　
　
石
井
　
め
ぐ
み  

議
員

Ｑ
歳
入
の
増
加
に
は
基
金
の
運
用
や
企
業
誘

致
と
共
に
、
市
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
街

を
潤
す
ス
キ
ー
ム
も
必
要
。
昨
年
行
っ
た
ス

ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
継
続
で
き
な
い
か
。

Ａ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
推
計
６
万
人
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
。
次
期
ア
ー
ト
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
企
画

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
高
齢
の
市
民
が
そ
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、

講
師
と
な
る
学
び
の
場
を
つ
く
れ
な
い
か
。

Ａ
互
い
の
得
意
分
野
を
教
え
あ
う
交
流
の
場

が
で
き
る
と
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
繋
が
る
。

新
総
合
事
業
の
集
い
の
場
づ
く
り
と
、
自
主

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ
国
立
駅
南
口
の
工
事
に
よ
っ
て
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
位
置
が
ズ
レ
て
い
る
。
道
路
の
点
検

や
補
修
は
誰
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
５
年
に
一
度
専
門
的
な
点
検
を
行
っ
て
い

る
他
、
職
員
に
よ
る
目
視
点
検
は
毎
月
行
っ

て
い
る
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
不
備
は
確
認
で

き
た
の
で
早
急
に
設
置
す
る
。

他
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
質
問
。

統
計
等
の
根
拠
に
基
づ
く
対
策
を

新
し
い
議
会
　
　
藤
江
　
竜
三  

議
員

Ｑ
市
庁
舎
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
加
湿
器
の
設
置
、
嘱
託
員
を
対
象
に
予
防

接
種
の
助
成
の
開
始
、
市
庁
舎
で
の
集
団
接

種
と
い
っ
た
対
策
に
よ
り
、
昨
年
度
は
51
人

だ
っ
た
病
気
休
暇
が
８
人
と
な
っ
た
。

Ｑ
小
中
学
生
に
も
効
果
的
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
の
予
防
接
種
の
助
成
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
約
420
万
円
の
費
用
が
必
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
市
民
の
皆
様
の
要
望
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
厚
労
省
が
一
律
に
求
め
る
必
要
は
な
い
と

し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
登
校
証
明
書
、

登
園
許
可
証
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

Ａ
教
育
委
員
会
と
し
て
は
医
師
会
に
相
談
し

て
み
た
い
。
保
育
園
は
医
師
会
と
協
議
し
、
登

園
許
可
証
は
必
要
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

Ｑ
待
機
児
対
策
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ
わ
ず
か
に
改
善
傾
向
だ
が
、
99
人
の
待
機

児
が
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
お
子
さ
ん
が

保
育
園
に
入
れ
る
よ
う
調
整
し
た
い
。

Ｑ
矢
川
駅
跨
線
橋
の
広
告
物
を
掲
示
板
に
入

れ
る
な
ど
し
て
美
し
く
掲
示
で
き
な
い
か
。

Ａ
指
摘
の
よ
う
に
掲
示
板
を
設
け
た
い
。

地
域
公
共
交
通
の
拡
充
を

南
部
地
域
の
南
北
道
路
の
拡
幅
を

公
明
党
　
　
小
口
　
俊
明  

議
員

Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
今
後
の
取
組
は
。

Ａ
試
乗
会
は
運
行
率
が
約
６
％
で
目
標
を
下

回
っ
た
。
今
後
は
道
路
整
備
の
進
捗
と
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
今
後
は
福
祉
的
視
点
で
公
共
交
通
を
考
え

て
い
く
の
か
。

Ａ
自
治
会
等
と
も
連
携
し
高
齢
者
の
外
出
の

支
援
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ
南
部
地
域
の
南
北
道
路
の
拡
幅
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ
千
丑
道
の
未
整
備
区
間
は
平
成
33
年
度
に

か
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
石
神
道
は

３
・
４
・
３
号
線
廃
止
検
討
後
に
進
め
た
い
。

Ｑ
道
路
整
備
は
地
権
者
の
協
力
が
欠
か
せ
な

い
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
地
域
へ
の
説
明
と
関
係
者
と
の
協
議
を
丁

寧
に
進
め
た
い
。

Ｑ
河
川
敷
公
園
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
臭
気

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
臭
気
対
策
と
と
も
に
洋
式
化
を
実
施
す
る
。

他
、
甲
州
街
道
の
歩
道
拡
幅
に
つ
い
て
、
南

武
線
高
架
事
業
の
見
通
し
と
都
市
計
画
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て
質
問
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

人
権
４
条
例
を
活
か
す
施
策
を

こ
ぶ
し
の
木
　
　
上
村
　
和
子  

議
員

Ｑ
子
ど
も
が
直
接
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
み
。
川
西

市
の
様
に
子
ど
も
が
駆
け
込
め
る
居
場
所
も

持
ち
、
相
談
し
や
す
い
環
境
が
必
要
で
は
。

Ａ
川
西
市
は
こ
の
様
な
取
り
組
み
の
中
で
子

ど
も
か
ら
の
相
談
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

参
考
に
し
つ
つ
、
環
境
を
整
え
た
い
。

Ｑ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に
対
す
る
整
備
と
、
女
性
が
自

分
の
能
力
を
生
か
し
、
安
心
し
て
活
躍
で
き

る
市
役
所
の
職
場
体
制
に
つ
い
て
。

Ａ
多
様
な
性
の
あ
り
方
に
関
す
る
職
員
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
中
。
市
役
所
が
他
の
企
業

の
参
考
と
な
る
様
に
目
指
す
。
I
K
E
A
で

は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
違
い
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
社
員

研
修
を
行
っ
て
い
る
。
参
考
に
し
た
い
。

Ｑ
Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
を
つ
な
げ
て
対
応
で
き

る
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

Ａ
野
田
市
の
事
件
を
受
け
て
緊
急
協
議
を
開

い
た
。
今
後
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
導
入
検
討
。

他
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
始
ま
る
、
困
難
を

抱
え
る
女
性
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
、
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
質
問
。
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一般質問  要旨・発言順

　一般質問とは、議員個人が市政全般
について行政当局（市長や教育委員会
など）に質問することです。
　一般質問発言順に、各議員本人が要
旨をまとめたものを掲載しています。
※ これまでの会議録は、国立市議会

ホームページで、閲覧・検索ができ
ます。

　動画もご覧になれます。

国立市議会　会議録



未
来
に
責
任
を
も
つ
行
政
運
営
を
！

立
憲
民
主
党
　
　
稗
田
　
美
菜
子  

議
員

Ｑ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
を

も
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
行
政
運
営
で
実
質
的
に
す
で
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
も
多
い
。
第
2
次
基
本
計
画
に

は
要
素
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
は
当
初
の
通
り
教
員

の
資
質
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が
で
き
て

い
る
の
か
。

Ａ
当
初
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い

た
「
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
配
置
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
各
学
校
付
け
と
な
っ
て
い
る

が
、
各
校
に
配
置
は
で
き
て
い
な
い
。

Ｑ
育
児
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
利
用
日
数
と
利

用
期
間
拡
充
の
検
討
は
。

Ａ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
数
に
課
題
を
抱
え
て

は
い
る
が
利
用
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
拡
大
予
防
に
有
効
な
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
重
症
化
し
や
す
い
未

就
学
児
へ
の
費
用
助
成
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
医
師
会
と
相
談
し
な
が
ら
調
査
・
検
討
を

進
め
て
い
く
。

他
、
防
災
訓
練
等
に
つ
い
て
質
問
。

誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る

街
づ
く
り
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
明
政
会
　
　
青
木
　
健  

議
員

Ｑ
南
部
地
域
の
狭
隘
道
路
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

Ａ
新
制
度
の
申
請
が
２
件
、
ご
寄
附
の
申
し

出
は
あ
っ
た
が
諸
事
情
で
取
り
下
げ
に
な
っ

た
の
が
２
件
あ
っ
た
。
引
き
続
き
制
度
の
周

知
を
図
り
、
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
交
通
不
便
地
域
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ
地
域
住
民
が
望
む
の
は
定
時
定
路
線
型
交

通
で
あ
る
が
こ
れ
は
難
し
い
。
ま
た
喫
緊
に

必
要
と
し
な
い
方
で
も
将
来
的
不
安
は
あ
り
、

福
祉
有
償
運
送
の
確
保
は
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ
甲
州
街
道
の
歩
道
拡
幅
に
つ
い
て
。

Ａ
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
号
線
と
３
・

４
・
５
号
線
の
進
捗
に
よ
っ
て
東
京
都
と
交

渉
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
国
や
都
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
て
き
た
が
、
一
般
教
室
を
優
先
す
る
国
で

は
な
く
、
都
の
補
助
制
度
を
最
大
限
利
用
し
、

３
か
年
で
整
備
し
て
い
き
た
い
。

他
、
未
就
園
児
自
宅
保
育
給
付
金
制
度
の
創

設
と
消
防
署
誘
致
に
つ
い
て
質
問
。

永
見
市
長
と
考
え
る
ま
ち
の
課
題

第
２
弾
〜
環
境
・
財
政
・
自
治
〜

緑
と
自
由
の
風
　
　
重
松
　
朋
宏  

議
員

Ｑ
地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
対
し
、
国
立
市

は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
国
立
市
も
頑
張
る
が
、
国
や
産
業
界
に
も

き
ち
ん
と
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ
温
暖
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
目
標
は
、
低
す
ぎ
る
の
で
は
。

Ａ
ま
ず
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
、

取
り
組
み
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

Ｑ
家
計
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
よ
う
に
、

自
治
体
の
財
政
見
通
し
を
全
庁
的
に
立
て
て
、

市
民
と
共
有
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
つ
く
り
た
い
と
は
思
う
が
、
国
や
都
の
政

策
動
向
で
大
き
く
変
動
す
る
の
で
、
難
し
い
。

可
視
化
す
る
努
力
は
し
た
い
。

Ｑ
南
武
線
高
架
化
の
負
担
は
国
立
・
立
川
そ

れ
ぞ
れ
40
億
円
に
な
る
と
、
立
川
市
議
会
で

答
弁
が
あ
っ
た
。
都
市
計
画
事
業
は
都
市
計

画
税
を
法
定
税
率
に
戻
し
、
税
収
と
基
金
の

枠
内
で
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ
高
架
化
が
立
川
と
国
立
で
半
々
の
負
担
な

ら
、
都
市
計
画
決
定
し
な
い
。
計
画
的
な
税

運
用
と
い
う
意
味
で
は
、
議
員
の
言
う
通
り
。

他
、
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
ま
ち
の
課
題
解

決
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
質
問
。
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待
機
児
童
対
策
・
高
齢
者
福
祉
の

削
減
中
止
・
公
園
遊
具
の
改
修
を

日
本
共
産
党
　
　
高
原
　
幸
雄  

議
員

Ｑ
保
育
園
待
機
児
童
対
策
で
、
待
機
児
童
は

何
人
に
、
今
後
の
対
策
、
認
可
保
育
園
の
増

設
計
画
は
。

Ａ
待
機
児
童
は
99
人
。
対
策
と
し
て
、
遅
れ

て
い
る
認
可
保
育
園
の
開
設
な
ど
進
め
る
。

今
後
の
増
設
計
画
は
な
い
。

Ｑ
南
部
の
交
通
不
便
地
域
の
公
共
交
通
の
あ

り
方
は
。

Ａ
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
今
回
の
結
果
を
分
析

し
、
今
後
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
福
祉
有

償
運
送
の
充
実
を
図
る
形
で
協
議
す
る
。

Ｑ
高
齢
者
の
入
院
見
舞
金
支
給
、
ふ
れ
あ
い

牛
乳
、
入
浴
券
支
給
、
保
養
施
設
利
用
助
成

な
ど
の
高
齢
者
の
施
策
の
見
直
し
・
縮
小
・

廃
止
は
ど
の
よ
う
な
経
過
か
ら
な
の
か
。
市

民
へ
の
説
明
は
。
中
止
を
要
望
す
る
。

Ａ
市
民
に
は
説
明
し
て
き
て
い
な
い
。
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
に
意
見
を
聞
い
た
。

Ｑ
公
園
の
遊
具
の
改
修
計
画
と
公
園
内
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
の
今
後
の
計
画
は
。

Ａ
２
月
現
在
、
25
の
公
園
で
34
件
の
遊
具
が

禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
５
月
を
目
途
に
撤
去

し
、
段
階
的
に
整
備
す
る
。
ト
イ
レ
は
適
宜

推
進
し
て
い
く
。
維
持
管
理
も
含
め
努
め
る
。

ご
み
減
量
施
策
の
推
進
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
よ
う

公
明
党
　
　
青
木
　
淳
子  

議
員

Ｑ
有
料
ご
み
処
理
袋
の
ば
ら
売
り
と
３
ℓ 

袋
の
実
現
を
問
う
。

Ａ
次
の
総
合
管
理
委
託
の
契
約
の
際
、
実
施

に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
を
問
う
。

Ａ
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
検
証
す
る
際
に
情
報
収

集
し
検
討
し
た
い
。

Ｑ
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
市
報
特
集
号
や
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
家
庭

で
で
き
る
ご
み
減
量
の
方
法
や
宴
会
五
カ
条
、

３
０
１
０
運
動
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
環
境

フ
ェ
ス
タ
で
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し

児
童
福
祉
施
設
に
食
材
を
届
け
た
。

Ｑ
公
園
で
の
自
転
車
の
練
習
は
可
能
か
。

Ａ
安
全
性
を
確
保
し
保
護
者
が
周
囲
に
配
慮

し
た
上
で
練
習
は
可
能
。
公
園
内
の
看
板
の

見
直
し
も
検
討
す
る
。

Ｑ
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
を
問
う
。

Ａ
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
に
向
け

た
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
加
入
促
進
を
問
う
。

Ａ
自
転
車
対
策
審
議
会
で
具
体
的
な
取
り
組

み
の
検
討
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

他
、
風
疹
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
質
問
。

国
が
お
ろ
そ
か
に
す
る
自
由
・

人
権
・
平
和
を
守
る
の
は
地
方

緑
と
自
由
の
風
　
　
関
口
　
博  

議
員

Ｑ
総
務
省
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

っ
た
Ｉ
Ｏ
Ｔ
機
器
の
安
全
性
を
確
か
め
る
た

め
、
２
月
か
ら
、
企
業
や
個
人
の
機
器
に
一

方
的
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
発
表
し
た
。
世
界

で
も
異
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
法
律
改
正

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
市
長
の
考
え
は
。

Ａ
【
市
長
】
ス
マ
ホ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
入
っ
て
き
た
ら
嫌
で
す
。
多
く
の
市

民
は
そ
う
だ
ろ
う
。
一
方
的
に
行
わ
れ
る
社

会
と
い
う
の
は
、
望
ま
し
い
社
会
で
は
な
い

と
思
う
。
法
定
の
権
限
の
中
で
方
策
を
国
会

が
認
め
た
法
律
は
遵
守
し
、
影
響
が
ど
の
よ

う
な
形
で
出
る
か
十
分
注
視
を
し
て
い
く
。

Ｑ
水
道
法
改
正
に
よ
っ
て
、
多
国
籍
企
業
が

水
道
の
運
営
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

Ａ
東
京
都
の
水
道
事
業
は
、
懸
念
す
る
事
態

で
は
な
い
。
暮
ら
し
に
大
切
な
水
の
こ
と
な

の
で
、
情
報
提
供
を
し
て
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ
今
後
、
国
が
進
め
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
委
託
）

の
手
法
を
水
道
業
務
に
も
活
用
す
る
圧
力
が

か
か
る
。
民
間
開
放
は
慎
重
に
す
る
べ
き
。

Ａ
東
京
都
の
担
当
部
局
に
要
望
し
、
状
況
に

つ
い
て
注
視
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に 

誰
も
が

住
み
続
け
ら
れ
る
施
策
の
工
夫
を

日
本
共
産
党
　
　
尾
張
　
美
也
子  

議
員

Ｑ
し
ょ
う
が
い
者
が
65
歳
に
な
っ
て
も
地
サ

ポ
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
が
。

Ａ
意
向
や
状
況
を
把
握
し
た
上
で
決
定
す
る
。

Ｑ
重
度
で
な
い
し
ょ
う
が
い
者
の
移
動
支
援

の
単
価
を
見
直
し
使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
。

Ａ
近
隣
市
の
状
況
を
参
考
に
見
直
し
を
行
う
。

Ｑ
多
様
な
性
の
平
等
の
庁
内
施
策
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
検
討
状
況
を
問
う
。

Ａ
各
部
署
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
実
効
性

あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
検
討
す
る
。

Ｑ
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
を
活
か
し
空

き
家
の
有
効
活
用
で
居
住
支
援
を
。

Ａ
不
動
産
事
業
者
と
の
連
絡
体
制
を
作
る
。

Ｑ
女
性
の
た
め
の
居
住
支
援
団
体
と
連
携
し

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
市
が
間
に
入
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
虐
待
防
止
に
繋
が
る
Ｄ
Ｖ
支
援
を
市
民
に

周
知
し
弁
護
士
な
ど
と
の
連
携
体
制
を
。

Ａ
周
知
の
た
め
全
戸
配
布
を
行
い
、
弁
護
士

や
専
門
家
か
ら
の
助
言
・
指
導
を
受
け
た
い
。

Ｑ
学
校
の
ト
イ
レ
は
洋
式
化
と
乾
式
化
を
。

Ａ
建
替
え
が
後
に
な
る
箇
所
は
検
討
す
る
。

他
、
国
保
の
子
供
の
均
等
割
減
免
、
不
登
校

の
子
供
の
多
様
な
学
び
を
認
め
る
施
策
提
案
。

人
材
育
成
基
本
方
針
は
行
動
に
繋
が
る

言
語
化
に
拘
り
策
定
す
べ
き

リ
ビ
ル
ド
国
立
　
　
渡
辺
　
大
祐  

議
員

Ｑ
自
治
体
と
し
て
持
つ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
織

と
し
て
共
有
す
る
た
め
に
、
部
ご
と
、
課
ご

と
な
ど
組
織
の
形
に
応
じ
て
細
分
化
す
る
作

業
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ
基
礎
自
治
体
が
何
故
存
在
す
る
の
か
、
と

い
う
原
点
に
立
ち
返
る
と
い
う
の
が
今
回
の

志
向
だ
。
そ
の
上
で
、
部
や
課
の
存
在
意
義

を
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
す
る
。
経
過
の
中
で
、

職
員
の
存
在
意
義
も
言
語
化
し
て
い
く
。

Ｑ
市
が
認
識
す
る
組
織
と
し
て
の
強
み
と
弱

み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
他
自
治
体
と
比
較
し
、
小
さ
い
組
織
で
あ

る
の
で
組
織
内
の
意
思
疎
通
が
し
や
す
く
意

思
決
定
が
早
い
こ
と
、
職
員
一
人
一
人
に
期

待
さ
れ
る
役
割
が
大
き
く
成
長
で
き
る
環
境

を
用
意
で
き
る
こ
と
が
強
み
だ
。
一
方
で
業

務
量
に
対
し
、
一
人
一
人
の
業
務
負
担
が
高

く
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
が
弱
み
だ
。

Ｑ
少
数
精
鋭
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
今
後
の
人
材
育
成
基
本
方
針

策
定
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ
職
員
個
々
の
能
力
を
高
め
た
上
で
チ
ー
ム

力
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の
両
方
を
高
め
ら
れ

る
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

文
化
的
、
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る

個
人
資
産
を
残
す
仕
組
作
り
を

自
由
民
主
党
・
明
政
会
　
　
大
谷
　
俊
樹  

議
員

Ｑ
暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
た
水
車
に
つ
い
て

文
化
財
指
定
が
で
き
な
い
か
。

Ａ
水
車
自
体
の
現
存
の
も
の
が
な
く
、
指
定

候
補
と
し
て
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
水
車
の
時
代
、
国
立
の
産
業
と
暮
ら
し
を

今
に
も
語
り
継
い
で
い
る
場
所
が
あ
る
。
第

六
小
学
校
で
は
毎
年
こ
の
場
所
を
訪
れ
て
学

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
昨
年
課
税
評
価
が
急

遽
変
わ
り
莫
大
な
税
が
掛
か
る
こ
と
に
な
っ

た
。
植
栽
の
伐
採
な
ど
の
維
持
費
を
合
わ
せ

る
と
歴
史
的
な
場
所
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

Ａ
【
教
育
長
】
谷
保
の
暮
ら
し
、
特
に
製
糸

産
業
の
歴
史
を
物
語
る
素
晴
ら
し
い
場
所
、

水
車
を
引
い
た
あ
と
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
が
知
る
に
は
大
変
い
い
場
所
で

あ
る
。【
市
長
】
一
般
論
で
こ
う
し
た
価
値

の
あ
る
土
地
、
幾
つ
か
方
策
を
考
え
な
き
ゃ

い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
例
え
ば

保
存
樹
木
な
ど
大
木
を
伐
採
も
剪
定
も
で
き

な
い
ケ
ー
ス
等
。
こ
の
質
問
を
契
機
に
、
ど

う
現
実
的
に
残
せ
る
か
検
討
す
る
。

他
、
矢
川
駅
南
の
消
火
活
動
困
難
地
域
の
解

消
に
つ
い
て
、
等
を
質
問
。



「
国
立
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
構
築
」
と

子
育
て
世
代
に
や
さ
し
い
国
立
へ

自
由
民
主
党
・
明
政
会
　
　
髙
柳
　
貴
美
代  

議
員

Ｑ
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
た
め
に
、

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
で
提
案
し
た
妊
婦

全
数
面
接
時
の
顔
写
真
を
使
っ
た
地
区
担
当

保
健
師
の
紹
介
は
い
つ
か
ら
行
え
る
の
か
。

Ａ
平
成
30
年
度
中
に
必
ず
実
施
す
る
。

Ｑ
産
後
う
つ
予
防
、
新
生
児
へ
の
虐
待
防
止

の
観
点
か
ら
、
産
後
２
週
間
、
１
カ
月
の
産

後
健
診
の
費
用
助
成
を
早
急
に
実
施
す
べ
き

で
あ
る
。
産
後
健
診
費
用
助
成
実
施
に
向
け

て
の
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

Ａ
保
健
衛
生
担
当
課
長
会
で
公
費
負
担
額
、

導
入
時
期
に
つ
い
て
市
部
の
統
一
を
図
り
各

市
町
村
が
取
り
組
み
や
す
い
妊
婦
健
康
診
査

受
診
票
交
付
と
同
様
の
仕
組
み
で
東
京
都
の

共
通
受
診
券
に
よ
る
公
費
負
担
制
度
を
導
入

で
き
る
よ
う
市
と
し
て
意
見
を
上
げ
て
い
く
。

Ｑ
市
役
所
本
庁
舎
へ
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
設
置
及

び
駐
車
場
に
妊
産
婦
、
高
齢
者
、
け
が
を
し

た
人
等
が
入
口
付
近
に
優
先
駐
車
で
き
る
思

い
や
り
駐
車
ゾ
ー
ン
を
設
置
で
き
な
い
か
。

Ａ
総
務
課
と
共
に
検
討
し
て
参
る
。

Ｑ
今
後
国
立
市
に
お
い
て
親
元
同
居
近
居
支

援
と
い
っ
た
住
宅
政
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

Ａ
今
後
、
検
討
し
て
参
り
た
い
。

市
役
所
前
踏
切
と
第
三
中
学
校

周
辺
を
繋
ぐ
石
神
道
の
拡
幅
は

自
由
民
主
党
・
明
政
会
　
　
石
井
　
伸
之  

議
員

Ｑ
生
産
緑
地
の
貸
借
に
お
け
る
現
状
は
。

Ａ
現
在
１
件
の
農
地
に
お
い
て
貸
借
法
に
基

づ
く
手
続
き
を
進
め
る
べ
く
準
備
中
。

Ｑ
１
９
２
２
年
に
生
産
緑
地
指
定
を
行
っ
た

農
地
が
30
年
の
時
を
経
て
２
０
２
２
年
に
市

へ
買
い
取
り
申
し
出
が
出
来
る
２
０
２
２
年

問
題
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

Ａ
【
市
長
】
２
０
２
２
年
以
後
も
10
年
間
毎

に
生
産
緑
地
へ
指
定
す
る
制
度
を
活
用
す
る

中
で
95
％
の
農
家
は
営
農
を
継
続
す
る
と
の

こ
と
。
農
地
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

Ｑ
石
神
道
の
拡
幅
に
向
け
た
、
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
14
号
線
の
事
業
化
は
。

Ａ
【
市
長
】
整
備
を
進
め
る
路
線
と
考
え
て

お
り
、
周
辺
住
民
や
地
権
者
の
声
を
伺
う
。

Ｑ
日
野
市
と
の
図
書
館
相
互
利
用
協
定
は
。

Ａ
５
月
下
旬
に
相
互
利
用
を
開
始
す
る
。

Ｑ
過
去
二
回
実
施
し
た
、
く
に
た
ち
童
謡
歌

唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
童
謡
の
役
割
や
期
待
が
大
き
く
、
実
施
主

体
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
協
議
す
る
。

Ｑ
保
育
園
待
機
児
の
現
状
と
解
消
に
向
け
て
。

Ａ
現
時
点
で
99
人
の
待
機
児
解
消
に
向
け
総

合
的
か
つ
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ
る
。

Ｑ非認知能力を家庭内保育に活かせる
環境づくりとはどういうことか。
Ａ経験や職層に応じた研修を実施。保
護者や地域住民も街ぐるみで幼児教育
を理解できる仕組みづくりに取り組む。
Ｑフルインクルーシブ教育の理念とは。
Ａ現行の教育制度の中では課題はある
が可能な限り個別支援を必要とする子
どもとそうでない子どもが同一の場所、
学校で互いに学び育っていく環境を提
供していくこと。

すべての子供が輝ける街を
立憲民主党

Ｑ平和首長会議開催自治体の市長とし
てどのような姿勢で臨むのか。
Ａ平和首長会議の目的である公共恒久
平和の実現と核兵器廃絶のために基礎
自治体同士がつながることが大きな力
になる。人権・多様性・平和の条例を
アピールできると考える。
Ｑ人権・平和条例の基本方針策定、個
別救済のあり方を検討するとは、何か。
Ａ人権・平和・多様性に関して、今後
の市の目指すべき方向性を審議会にお
いて検討して頂くということが基本方
針である。基本的な方向性を審議会で
審議して頂く。
Ｑ行政改革に力点を置くとはなにか。
Ａ前例踏襲でない行政のあり方の見直
しを行い行政のあり方に結びつける。

平和首長会議に臨む姿勢を問う
緑と自由の風

Ｑ富士見台団地幼児教室をしっかり支
援する必要があると思うがどう考える。
Ａ幼児教育無償化で、風の子は認可外
保育施設なので対象の子どもと対象外
の子ども、すべて市単独では難しい。
Ｑ子どもの貧困対策の具体的な内容は。
Ａ子ども・若者支援連携会議を設置し、
課題の対応、学習支援、子ども食堂な
ど地域支援など行う。
Ｑ避難所備蓄品倉庫の狭さ解消など声
があるが、家庭用消火器の助成とは。
Ａ120台を２分の１助成する。
Ｑ都市計画道路３・４・３号線のイン
ター入り口の西側については、環境保
全と谷保の原風景の保存を考えると３
・４・３号線は見直すべきではないか。
Ａどういう線形にすれば都市計画の変
更が可能か検討している。東側は良い
景観も残っている。一方、東京におけ
る整備方針の中で、重点整備路線とな
っている。今は、西側の廃止路線との
整合性をどうするか重点を注いでいく。

幼児教室の支援と子どもの貧困対策
日本共産党

Ｑ富士見台地域まちづくりビジョンは。
Ａ同地域の重点まちづくり構想を平成
30年より３か年で作り、居住者及びＵ
Ｒ都市機構と調整して方向性を示す。
Ｑ給食センター跡地を活用して国立消
防署を誘致するべきでは。
Ａ国立消防署の誘致は必要と考える。
市全体の中で望ましい設置場所を検討。
Ｑ小学校の建替えは、約30億円必要だ
が補助金は文科省から3.5億円程度。
まちづくり全体計画の中で総合交付金
等の補助金獲得に向け尽力すべきでは。
Ａ補助金の獲得は必須の課題と考える。
都が積極的に小学校校舎の建て替えに
補助金を出すよう働きかける。
Ｑ富士見台地域に点在する、市役所・
福祉会館・学校・中央図書館・保健セ
ンター等を統合した複合公共施設(仮
称)ハイパーシビックセンター構想を
立ち上げ、市の中心部を再形成しては。
Ａ巨大な複合公共施設になるかどうか
は別にして団地再生ビジョンから構想
を作り、実行可能な公共施設を集約さ
せ使い勝手の良い公共施設に再編する。
Ｑ南武線踏切撤去の推進について。
Ａ悲惨な踏切事故を無くすため、南武
線の連続立体交差化を進め踏切を撤去。
Ｑ事務事業見直しに向けた業務改革は。
Ａどの分野に正規職員が必要で、どの
分野はＡＩで行くといった新しい行政
システムに向けて十分検討して行く。
Ｑ妊娠期からの家庭支援に向け、全て
の子育て支援教室を体系化させ、トー
タルで育児を学ぶ（仮称）育児カレッ
ジ構想の実現に向けて検討すべきでは。
Ａ大変貴重な提案と考える。各種子育
て支援講座や事業を体系化させ世代間
や地域での交流を進める。多様な側面
から子育て家庭を支える育児カレッジ
構想を検証検討して進めたいと考える。

育児カレッジ構想で子育て支援を充実
自由民主党・明政会Ｑ人権・平和・多様性の条例を活かし

人権・平和活動の歴史や取り組みを紹
介する人権・平和センターの設置を。
Ａしょうがいしゃがあたりまえにくら
す条例の成立過程を知る機会もなくな
っている。様々な角度で検討したい。
Ｑ高齢者の保養所利用助成を見直した
り、ＡＩの導入研究や職員体制の見直
しなどの改革に人権の視点はあるのか。
Ａ時代の変化は非常に厳しい。その中
で住民福祉に対応するために改革する。

人権・平和センターの設置を求める！
こぶしの木

Ｑ子どもの貧困、虐待防止等包括的な
子どものケアをどのように進めるか。
Ａ子育ての地域資源を地域の子ども・
家庭に注ぐ。また、システムづくり・
早期の切れ目ない支援が肝要である。
Ｑ人工知能が進展する時代、私達がど
のような社会をつくりたいのか、の視
点が大切である。市長の見解を問う。
Ａテクノロジーで業務を合理化する一
方、相談・援助等、人でなければなら
ない業務はきちっと人が行っていく。

こどもにやさしいまちづくりを
みらいのくにたち

Ｑ行政評価をスクラップアンドビルド
の根拠として位置付けた上でその取り
組みを推進させるべきだがどうか。
Ａ極めて重要であり同意できる。自治
体の規模におけるフレームをにらみな
がら行政評価を回し事業を選択する。
Ｑ旧駅舎は誰もが無料で使えるように
し、その利用方法になるべく制限を加
えるべきではないと考えるがどうか。
Ａ共感できる部分もある。面白いもの
となるよう発想に天井はつけない。

市長から示された不退転の覚悟を問う
リビルド国立

ＱAI、ビックデータ、RPAなど様々
な新しいICTを活用するためにそれら
に精通し、使いこなす人材や組織体制
はできているのか。
Ａ現在は民間での経験者を採用したり、
専門のコンサルタントの活用をしたり
することによって対応している。しか
し、スペシャリストと呼ばれるような
人材の確保は難しい状態にある。
Ｑ紙で行っている業務の電子データ化
について今後の考えは。
Ａ紙類のデータ化は重要と考えている。
また電子申請も検討調査したい。
Ｑ家庭で子どもの非認知能力を向上さ
せる施策はどのように広げるのか。
Ａ実践を通して得られた成果を広く発
信していきたい。

新しい技術への対応を
新しい議会

Ｑ認知症高齢者が重過失なく第三者に
損害を与えた時、保険で弁償できる制
度をつくるべきではないか。
Ａ認知症の方の生活実態を把握し課題
を整理する。見守りの中でどう解決す
るか進める予定だ。事故救済制度は先
進市の事例を研究して検討したい。
Ｑ消費税増税に伴い公共料金の値上げ
を考えているようだが、下水道使用料
以外にも公共料金の値上げはあるのか。
Ａ総合的に検討する。

認知症高齢者の事故救済制度を作ろう
社民党

Ｑ選挙公約で「平成31年度までに待機
児童ゼロを目指す」と約束していたが。
Ａ達成できなかった。単純にゼロにす
るということが妥当なのか、検証する。
Ｑ認知症予防に力を入れるべきでは。
Ａ介護予防事業と合わせて、認知症予
防になるような活動を展開していく。
ＱＵＲ富士見台団地再生のために市長
として都市機構と連携を取るべきでは。
Ａ事業の取り組み状況などの意見交換
を行っている。
Ｑ2020年12月目途のルッカ市との協定
締結のために「市民の機運醸成を計
る」というが、何をもって市民の機運
が醸成したと判断するのか。
Ａ最終的には、私自身が判断する。
Ｑ生活保護業務に係る不適切な事務処
理が発覚し、原因究明等に約２年間も
費やしている。事務事業の見直し等よ
り職員の人材育成が急務では。
Ａ人材育成基本方針の改定を進めてお
り、倫理観の育成も検討し検証する。

「持続可能なまちくにたち」の実現を
公明党

　４月１日に発表されました新元号は「令和」に
決まりました。
　新しい時代が始まるこの年に、私達、市議会議
員も４月30日をもちまして一期４年間の任期が
終了しました。この間広報委員会メンバーは、よ
り良い紙面作りのために視察に行ったり、新たな
企画を立ち上げたり、自由の風を入れながら前進
してきました。
　広報委員会では、この「令和」という新しい時
代を感じられる、新しい紙面作りに今後もチャレ
ンジしていくことを期待します。

お読みいただき、ありがとうございました
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市長施政方針に対する
会派代表質問（要旨）

会派の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違いがあります。

編集後記

大谷委員長

重松副委員長 小口委員

住友委員
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毎月
5日・20日
発行

☎042-576-2111（代）

　042-576-0264

平成31年3月1日現在 対前月比人
口
と
世
帯

男 37,077人 61人減
女 38,789人 44人減
計 75,866人 105人減
世帯数 37,676世帯 39世帯減問

市民、事業者と連携し、「喫煙マ
ナーアップキャンペーン」を実施し
ます。ぜひ、ご参加ください。
日時　4月16日㈫午後５時15分～
　６時（雨天中止）
場所　JR国立駅南口、矢川駅北口、
　谷保駅北口
　 ごみ減量課清掃係
　 ☎576-2119（直通）

「やめよう！ 吸い殻のポイ捨て 歩きタバコ」

だれもが暮らしやすく

自分らしく輝くまちへ

平成31年度（2019年度）市長施政方針表明
１
面
～
３
面
は
、
永
見
理か

ず

夫お

市
長
が
２
月
22
日
に
平
成
31
年
国
立
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
行
っ
た「
平
成
31
年
度（
２
０
１
９
年
度
）市
長
施
政
方
針
表
明
」を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

施
政
方
針
表
明
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
施
政
方
針
」か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　
問
政
策
経
営
課
政
策
経
営
係

◀　�スマートフォ
ン等で左のＱ
Ｒコードを読
み取ると、市
ホームページ
にアクセスで
きます。

私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
早
く
も

折
り
返
し
の
時
期
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
間
の
市
政
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
指

導
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
５
月
１
日
に
新
天
皇
が
即

位
さ
れ
、
新
た
な
元
号
へ
と
変
わ
り
ま

す
。「
平
成
」と
い
う
時
代
が
終
わ
り
、

新
た
な
時
代
が
到
来
す
る
大
き
な
節
目

の
年
に
な
り
ま
す
。

昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
の
初
め
に

か
け
て
、「
高
齢
化
」「
情
報
化
」「
国
際

化
」の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
今
後
の

大
き
な
社
会
環
境
の
変
化
の
方
向
性
と

課
題
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
30

年
間
で
、こ
の
３
点
は「
化
」が
外
さ
れ
、

本
格
的
な
社
会
状
況
と
し
て
当
初
に
予

測
し
え
な
い
レ
ベ
ル
で
環
境
変
化
が
起

こ
り
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
現
代
に
お
い
て
、
今

後
の
社
会
を
予
見
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
環

境
変
化
と
新
た
な
課
題
に
は
的
確
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
31
年
４
月
１
日
に
は
、「
国
立
市

人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認
め
合
う
平

和
な
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」を
施
行

し
ま
す
。
本
条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る

“
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

（
社
会
の
一
員
と
し
て
包
み
支
え
合
い

共
に
生
き
る
こ
と
）”を
軸
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
本
格
的
に
進
め
る
な
か
で
、

こ
の
国
立
市
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
の
か

を
皆
さ
ま
と
考
え
る
と
と
も
に
、
こ
の

基
本
理
念
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
ま
ず

は
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
持
つ
市
民
同
士

が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
、
依
然

と
し
て
存
在
す
る
差
別
や
偏
見
、
互
い

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
多
様
性
を
受

け
入
れ
お
互
い
を
認
め
合
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
共

通
認
識
の
形
成
と
対
話
と
共
感
に
あ
ふ

れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
ま
ず
必
要
で
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
社
会
を
構
築
し
て
い
く
う
え
で
重
要

な
要
素
と
し
て
も
、「
幼
児
期
の
教
育
」

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
実

社
会
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
へ
の
対
応
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
と
並
行
し
て
、
子
ど
も
を
大
事
に
育

て
、
未
来
へ
の
種
ま
き
も
同
時
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
、
将
来
の
国
立
市
に
対

し
て
の
私
の
市
長
と
し
て
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
人
口
減
少
の
な

か
に
あ
っ
て
も
、ま
ち
の
活
力
を
維
持・

創
出
し
う
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
や
教

育
・
学
力
の
充
実
、
良
好
な
環
境
の
保

全
な
ど
時
代
が
求
め
る
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
と

人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
ま
ち
の
風
土

や
文
化
、
歴
史
・
伝
統
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
国
立
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

ベ
ー
ス
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
の
理
念
に
貫
か
れ
た
社
会
を

つ
く
り
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
国
内
外
に
誇
れ
る
ま

ち
に
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
の
市
政

運
営
に
真し

ん

摯し

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

（
２
面
・
３
面
に
続
く
）

新
た
な
時
代
に
向
け
て

第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
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☆�市長施政方針表
明の全文は、国
立市ホームペー
ジ、抜粋は市報
４月５日号をご
覧ください。


